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■会長/太田 淳也 ■幹事/小笠原 仁 

NO.1869 

◇会長告知◇ 
会長 太田 淳也 
皆さん、こんにちは。 

本日は皆様に先程、

「臨時理事会」を開催

させて頂きました。そ

の臨時理事会での話

を報告させて頂けれ

ばと思います。 

今年度の 7 月に、社

会奉仕委員会を通じ

て、渡邉会員から今

年度は 40 周年の節

目の年なので、「諏訪

湖浄化基金」を有効に活用して欲しいと話を頂き、正式に諏

訪湖漁業協同組合様より、ヒシ刈り船を寄贈して欲しい旨

の依頼がありました。クラブの大切な基金であり、渡邉会員

の想いもあり、理事会で何度も話合いを持ちましたが、結

果的に理事会では、しっかりとヒシの事を勉強して、検証を

しっかりやらないままでは会員皆んなの賛同が得られない

という結論に至り、今回はこの話は白紙に戻すという事に

決定し、短期間で簡単に決める事ではないため、もう一度、

しっかりと検証するためにも、漁業協同組合の方にも例会

にお越し頂き、話をしてもらう機会も設けましたが、会員皆

んなの賛同を得られないまま、寄贈する事は、まだ時期尚

早という事で今年度の「諏訪湖浄化基金」の活用について

は、なしにさせて頂きました。渡邉会員、諏訪湖漁業協同組

合様にもその旨をきちんと報告させて頂きました。今後も渡

邉会員をはじめ、当クラブの諸先輩方が一生懸命積み立て

てこられたクラブの大切な諏訪湖浄化基金を有効に活用し

ていくために、改めて会員皆んなで時間をかけて真剣に話

合いを持って、有意義な活用ができるようにしていきたいと

思いますので、どうぞよろしくお願い致します。 

◇幹事報告◇幹事 小笠原 仁 
【報告事項】 
1. 3 月 28 日にミャンマーで発生した大地震について、第

3350 地区よりガバナー会を通じて,地区へ支援金のお
願いがあり、国情も踏まえて協議した結果、地区とし
て 20 万円を支援金としてお送りする、という連絡がご
ざいましたので、ご報告いたします。 

【連絡事項】 
1. 来週 6/5 は平福寺さんにて、早朝例会のため、次回

通常例会は 6/12 となります。 
【受領文書】諏訪湖通信、コーディネーターNEWS 

 

～理事会報告～ 
1. 6 月度例会について 

・6/5 平福寺さんにて早朝例会 
・6/12 小林聖仁会員卓話 
・6/19 第 40 期事業報告 
・6/26 夜間最終例会 

2. 里山整備決算報告 
予算 140,000 円のところ、109,320 円プラス中学生の
名前プレート 8,000 円 

3. 寺島睦史さんの会費徴収について 
ルールだと月割りで年会費をもらうが、人頭分担金な
ど支払いの計算が煩雑の為、公の登録は 7/2 とし、
お昼代 2,000 円をもらう 

 

【出席報告とニコボックス】 

 

 

 

 

諏訪湖清掃無断欠席しました            河西達雄 

（メッセージ無し）                    宮坂英貴 

              高山巌 

縁があり、大の里の千秋楽祝賀会へ行ってきました。フィー

ルドは違いますが、僕もより一層、彼のように身も心も大き

く強くなるように努力いたします。           五味弾 

◇委員会報告◇ 

今回、組織について、これからの提言ということで、クラブ

の活性化には、委員会の活動が重要です。そのため、今

回、組織表の点線より下のメンバーはサポートをしてもらう

予定ですが、負担が大きく難しければ、考えます。会員全

出席報告 
ニコニコボックス 

利用人数 今回の金額 
会員数 32 人 

4 人 4，230 円 
出席対象 30 人 

出席者数 20 人 前回累計 671，770 円 
出席率 66.7％ 累計 676，000 円 
前回修正出席数 人 目標額 ６０万円 
前回修正出席率 ％ 達成率 112.7％ 

2024-2025年度 諏訪湖ロータリー活動方針 

「更なる居心地の良いクラブにしよう！」ZOOM ID：931 6553 5678 

 



    SUWAKO ROTARY CLUB WEEKLY       

員の総力で頑張りましょ

う。        

会長エレクト 小口直久 

 

 

 

 

 

◇例会内容◇ 
職業奉仕委員会担当例会 

  

【プログラム】 職業奉仕についてのディスカッション 

① 私たちの職業が地域社会に与えている影響とは 

② ロータリーの倫理的な指針である4つのテストを

どのような形で実践しているか 

③ 未来を背負って立つ若者に、自身の職業(奉仕)に

ついて何を伝えたいか 

④ ロータリーの理念の中核である「超我の奉仕」を

職業活動において具体的にどのように 

  実践しているか  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活発なディスカッションが

行われた後、書記の皆さ

んが意見を発表しました。 

後日、まとめた意見を会員

の皆様へ配布する予定で

す。 

 

 

 

 

～会員の近況～ 

北原厚子会員が、諏訪税

務署長より、諏訪法人会

表彰を贈呈されました 

 

 

 


